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香粧品の歴史（生い立ち）

原田昭太郎先生インタビュー

2014年 8月 27日　14 : 00～16 : 00
かやば町クリニック　院長室にて
出席者：   原田昭太郎，インタビュアー：中村陽子
書記：伊東和子，栗村育美

中村：原田先生，インタビューは初めてで，今回はとて
も光栄ですが，緊張しておりますので，宜しくお
願いします。まず，日本香粧品学会が設立された
のが 1976年で，その頃，化粧品の安全性問題も
いろいろ起こっていた時期でもあるのですが，原
田先生はどのように化粧品被害をご覧になられて
いたのでしょうか。学会ではどのようなご発言を
されていたのでしょうか。

原田：設立当時はあまり発言する機会はなかったので，
おとなしくしていたよ。

中村：おとなしく…先生はおとなしくしておられるよう
な感じではございませんが。

原田：（笑）いやいや，本当におとなしくしていたよ。
中村：学会設立時の理事長は安田先生，それから高瀬先

生だったと思うのですが。
原田：設立時は安田利顕先生，それから，高瀬吉雄先

生，朝田康夫先生，そして武田克之先生になっ
た。武田先生が理事長になったとき，私は日本皮
膚科学会の理事長をしていたので，武田先生の後
で，理事長になったよ。

中村：原田先生には 1998年の化粧品の規制緩和でもた
いへんお世話になりました。そのころ私は行政に
おりまして，化粧品の安全対策がうまくいったの
で，規制緩和で国際協調をしようという時代だっ
たわけですが，そのころ，先生は香粧品学会の名
前を変えておられますよね。

原田：名前だけが，ちょっとおかしかったんだよ。「香
粧品科，学会」｛香粧品科｝というのがあれば良
いがそれはない。どこでつながるかわからないよ
うな名前で，はっきりさせたほうが良いと思っ
た。

中村：それはどのようなことだったのでしょうか？　私
は，「学会」というのがよくわからないのですが，
香粧品科学を勉強する学会が香粧品科学会と思っ
ていたのですが。

原田：当時はまだ学会という考えではなかったと思う。
香粧品科学の会であって学会ではなかった。業界
側からは学会にしたいという強い要望があった。
それで名称を変えた。

中村：業界側の要望というのは，役所が何か言っても消
費者は信じてくれない。業界も業界の発言は企業
の利益のための発言と取られる。そこで皮膚科，
薬学，そのほかの先生方も入っていただいて，学
会として発言していくことに意味がある，という
ことでしょうか。

原田： 化粧品業界としては「学会」が希望であった。
「商売のための発言」でなく，「学会」としての発
言を希望していた。名前の変更については，業界
で反対する人はいなかったと記憶している。

中村：国としても，学会で学術的に当時の問題を整理し
ていただいて，それに沿って政策を出していくこ
とができたわけですね。

原田：私は，業界であるとか，行政であるとか，大学と
かの区別はなく，（日本香粧品学会が）香粧品全
体を学術的に扱えば良いと思っていた。

中村：化粧品に関する事項を包括的に扱う，技術面だけ
でなく，使用上の注意のような消費者に対する情
報提供も含めて，あえて科学という必要はないと
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Fig. 1. インタビュー終了後の原田先生との記念写真で
す．記録を取ってくださった伊東さん，栗村さ
ん，ありがとうございました．
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